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　 ６月１日から７月15日まで募集を行いました新

「津市」市章デザインに対して、構成市町村をはじ

 め、全国から1,300点を超える応募がありました。

 幅広い年齢層から多数のご応募をいただき、あり
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第39回津地区合併協議会での議事

津地区合併協議会委員・監査委員

平成18年１月１日の新「津市」誕生

に向けて

新「津市」観光情報

合併ＰＲ事業

お便りのご紹介

市町村合併についてご意見・ご要望を

お寄せください

がとうございました。

　新「津市」の市章は、今後２回の選考と構成市

町村での住民アンケートを経て、10月下旬に開催

される合併協議会で決定する予定です。
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　新市の組織・機構（案）について協

議を行った結果、概ね了承が得られ

たことから、行政組織機構図や庁舎

の部課の配置を含め、協議案件とし

て事前提案し、次回協議会で協議す

ることになりました。

　事務事業の取り扱いについては、

既に基本的な方向が確認されていま

すが、さらに詳細な調整結果が４つ

の部会から提案され、協議の結果、

一部の内容を除き確認されました。

　6月29日、津市役所大会議室で第39回合併協議会が

開催されました。

　新市の組織・機構については、委員から出された意

見や要望を受け、再度修正案が示され協議をしました。

　報告事項では、平成16年度津地区合併協議会繰越明

許費繰越計算書と前回の協議会で提案された７件の事

務事業詳細調整結果が報告され承認されました。

　また、協議事項では、前回の協議会で提案された４

件の事務事業詳細調整結果を協議しました。

　なお、次回協議会で協議予定の事務事業詳細調整結

果の協議事項３件と報告事項７件が提案されました。

　議事の内容は次のとおりです。

第39回津地区合併協議会での議事

  新市の組織・機構について（案）

【ケーブルテレビ番組の制作・放送

（統一時期は合併と同時）】

  総務・企画部会の事務事業詳細

  調整

【指定金融機関等の指定（統一時期は

  合併と同時）】

熱
心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
る

１．行政番組を（株）ＺＴＶの６チャ

ンネルを使用し、新市全域に放送す

る。（６チャンネルの使用については、

（株）ＺＴＶと調整する。）

２．行政番組の制作は、放送設備を

一志町ケーブルシステム放送通信セ

ンターに統合し、自主番組を制作す

る。

　また、広大な市域であるため、取

材なども含め（株）ＺＴＶへの委託番

組も制作する。

　なお、コミュニティ番組の制作は

当面行わないこととする。

３．番組の放送形態は、基本的に１

時間パッケージのリピート放送とす

る。

４．番組の放送時間は、午前６時か

①総務・企画部会の事務事業詳細調整の

　協議について

②環境部会の事務事業詳細調整の協議に

　ついて

③産業労働部会の事務事業詳細調整の協

　議について

④教育文化部会の事務事業詳細調整の協

　議について

　　　①原案確認

　　　②原案確認

　　　③原案確認

　　　④原案確認

（※一部継続協議）

議　題　　　　　　　　　　　　　　　　結　果

◆協議事項◆

①総務・企画部会の事務事業詳細調整に

　ついて

②財務部会の事務事業詳細調整について

③市民部会の事務事業詳細調整について

④都市計画部会の事務事業詳細調整につ

　いて

⑤下水道部会の事務事業詳細調整につい

　て

⑥上水道部会の事務事業詳細調整につい

　て

⑦消防部会の事務事業詳細調整について

⑧平成16年度津地区合併協議会繰越明許

　費繰越計算書について

①原案承認

②原案承認

③原案承認

④原案承認

⑤原案承認

⑥原案承認

⑦原案承認

⑧原案承認

議　題　　　　　　　　　　　　　　　　結　果

◆報告事項◆

ら翌日午前０時までの18時間放送と

する。

５．番組の内容については、市政の

取り組みの紹介、広報紙の解説、伝

統行事などの紹介や部課などからの

連絡周知事項、時節の話題の紹介お

よび地域の名所史跡や公共施設の紹

介、文字放送などを放送する。

６．その他、各種講演会、公演など

の行事の模様を必要に応じて随時放

送する。

　また、行政から市民に周知しなけ

ればならないような事項が生じた場

合は、その都度放送する。

７．番組の更新については、今後も

引き続き協議を行うこととする。

１．（株）百五銀行を指定金融機

関に指定する。

２．収納代理金融機関については17

の金融機関を指定する。　
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　家庭ごみの収集ステーションの設

置については、次のとおりとします。

１．目的

　市民の美化意識の高揚を図るとと

もに、生活環境の向上に資するため、

ごみ一時集積所の設置などに関し補

助をする。　　

２．補助対象

①自治会が管理するごみ一時集積所

の設置費（新設、改修、または、修

繕）の一部を補助する。

②耐久構造であれば、固定式、可動

式いずれも可とする。

③構造物の大きさに制限はしない。

④原材料費およびネット式などの簡

便なものは、補助の対象としない。　　

３．交付基準

　１ケ所当たり事業費５万円以上と

し、事業費の３分の１以内を補助す

る。ただし、補助金の限度額は、15

万円とする。

４．その他　　

　補助金の交付については、予算の

範囲内において行う。

　それぞれの商工会議所などの合併

状況を見据えつつ、新市移行後３年

程度を目処に新たに統一した基準に

よる補助制度を制定することとし、

それまでの間については、暫定的な

交付基準により対応する。

　新市の商工業の振興と発展を図る

ため、交付対象を新市内の商工会議

【家庭ごみの収集ステーションの設

置状況（補助金の統一時期は平成18

年4月1日）】

  環境部会の事務事業詳細調整

【商工会議所等事業補助（統一時期は

合併後３年程度）】

産業労働部会の事務事業詳細

調整

私学等振興助成事務は、次のとおり

とします。

１．目的

　私学などの特色を生かした教育振

興と、保護者の経費負担減を図る。

２．補助対象

①県内に所在する私立高等学校を設

置する学校法人

②三重朝鮮学園

【私学等振興助成事務（統一時期は平

成18年4月1日）】

教育文化部会の事務事業詳細

調整

所および商工会とし、商工会議所に

ついては事業費に対し、商工会につ

いては事業費および運営費に対し、

その一部を補助する。

　暫定交付基準は平成18年４月１日

から、次のとおりとする。

①商工会に対する補助金については、

平成11年度から５年間の実績に基づ

く以下の算式による算定値（基本割

※(1)と会員割※(2)の合計額）を補

助金額とする。

　なお、算定値が平成11年度から５

年間の実績の平均値を上回るときは、

平均値を補助金額とする。

※(1)各団体補助金平均値×50％

※(2)各団体平均補助額の総額×50

％÷商工会総会員数）×各商工会会

員数

②特別補助金（イベント補助、利子

補給補助など）は、補助金の実績か

ら除外して算定する。

　また、算定から除外された商工会

の特別補助金は別途補助するものと

する。

　なお、商工会議所に対する補助金

については、平成17年度の津市およ

び久居市の補助金額の合計額とする。

【農林業関係国県補助事業および市

町村単独事業（統一時期は平成18年

4月1日）】

　新市の土地改良事業などに係る受

益者負担金については、新たな制度

で統一する（詳細はホームページな

どでご覧いただけます）。新市移行

前からの継続事業については、当該

事業が終了するまでの間は新市移行

後も現行の負担割合などを適用する。

③新市専修学校協会

３．補助額および補助単価

①補助額

ア）毎年度５月１日現在で、２の①、

または、②に記載する学校に在籍す

る新市に住所を有する生徒（通学の

生徒を対象とし、休学中、留学中の

生徒は除く。）の数に②の補助単価

を乗じた額

イ）専修学校協会　年額16万5,000

円

※ア）、イ）とも、上記の額を上限と

し、予算の範囲内において補助する。

②補助単価

ア）新市内に所在する高等学校は、　

1人当たり年額2,500円

イ）新市外に所在する高等学校は、　

1人当たり年額1,000円

ウ）三重朝鮮学園（初中級部）は、

　1人当たり年額2,500円

【私立幼稚園援助事務】

　私立幼稚園援助事務は、次のとお

りとします。

１.　新市内私立幼稚園に通園する４

歳児および５歳児の保護者に対する

補助

①目的

　保護者の保育料の負担を軽減する

ことにより、幼稚園教育の振興と充

実を図る。

②対象

　新市内の私立幼稚園に、毎年５月

１日現在在籍する４歳児および５歳

児の保護者で新市内に住所を有する

者。

　ただし、引き続き当該幼稚園にお

いて保育されている園児であること。

③補助額

　園児一人当たり年額7,200円とする

が、当該単価により算出した額を上

限とし、予算の範囲内において補助

する。
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２.　新市私立幼稚園協会および新市

内私立幼稚園に対する補助

①目的

　私立幼稚園の教育環境を充実する

ことにより、私学の特色を生かした

幼稚園教育の振興を図る。

②対象

ア）新市私立幼稚園協会

イ）新市内に所在する私立幼稚園(学

校法人)

③ 補助額

ア）新市私立幼稚園協会 年額50万円

イ）私立幼稚園　年額45万円＋8,000

円×教員数

※ア）、イ）とも、上記の額を上限と

し、予算の範囲内において補助する。

【遠距離通学費補助金】

　遠距離通学費補助金は、補助対象

について意見が出され、再度協議す

ることになりました。

【乳幼児教育に関すること(統一時期

は平成18年4月1日）】

　乳幼児教育に関することは、次の

とおりとします。

１．現在３歳児保育を実施している

幼稚園については、合併後も３歳児

保育を継続する。

２．現在預かり保育を実施している

幼稚園については、次のとおり預か

り保育を実施する。

①預かり保育を行う日

　次の日を除いた日に実施する。

ア）土曜日、日曜日および国民の祝

日に関する法律に規定する日

イ）振替休業日

ウ）学年始休業日（４月１日から４

月５日まで）

エ）夏季休業日のうち８月14日から

８月16日まで

オ）冬季休業日のうち12月28日から

翌年の１月５日まで

②保育時間

ア）正規の保育時間終了後２時間を

基本とする。

イ）夏季休業日、冬季休業日および

学年末休業日における預かり保育の

実施時間は、午前９時から午後４時

までとする。

③保育料の額

ア）月額2,000円とする。ただし、

８月については4,000円とする。

イ）食料費などの預かり保育に要す

る経費は別とする。

【同和教育研究会補助（統一時期は平

成18年4月1日）】

　連合組織としての津市人権・同和

教育推進協議会（仮称）への補助金

は、以下の基準により交付する。

１．交付目的

　すべての市民の人権が保障される、

明るく住みよい新「津市」の実現を

目指して、学校、社会、行政および

企業における人権・同和教育の研究

と実践・啓発を推進するために、津

市人権・同和教育推進協議会（仮称）

が実施する事業に要する経費に対し

補助する。

２．交付先

　現在の団体の連合組織に対して交

付する。

３．補助対象となる事業・経費

①研究大会、講演会の開催

②人権教育に係る講座・夏季学習会

③関係機関および団体との連携（啓

発事業）

④研究・実践の交流

⑤人権・同和教育の研究

⑥各研究会への参加

⑦地域・企業への人権啓発活動

４．補助金の考え方

　補助率は、事業費の４分の３とし、

予算の範囲内で交付する。

【指定文化財の保護管理（統一時期は

平成18年4月1日）】

　指定文化財に対する補助金、民俗

芸能伝承活動補助金などを（仮称）

文化財保護事業補助金交付要綱とし

て一つの要綱に集約することとして、

文化財保護事業補助金の補助内容は、

次のとおりとする。

１．目的

　新市の区域内に存する市、県、ま

たは、国の指定を受けた文化財の保

存・活用を図り、新市の文化の向上

に資する。

２．交付対象

　当該文化財の所有者、管理者、ま

たは、保持・保存団体

３．対象事業

①有形文化財の修理事業、防災事業

および管理事業

②無形文化財の伝承者養成・公開事

業

③有形民俗文化財の修理事業、防災

事業および管理事業

④無形民俗文化財の伝承基盤整備事

業および伝承活動事業

⑤史跡名勝天然記念物の復旧修理・

防災事業および管理事業

４．補助率

　補助金の額については、予算の範

囲内で定めます。（詳細はホームペ

ージなどでご覧いただけます。）

津地区合併協議会委員・監査委員

　美杉村議会で役員選挙が行わ

れ、協議会委員に変更がありま

した。

　また、監査委員にも変更があ

りました。

市町村名　　　　　 役　   職　　　　　　　　氏　  名

香良洲町　　　　  町議会議員　　　　　　  畑　　信　之

【津地区合併協議会委員】

【監査委員】

美杉村　　　　　　議　　長　　　　　　　森　下　　誠

市町村名　　　　　 役　   職　　　　　　　　氏　  名
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平成18年１月１日の新「津市」誕生に向けて

　平成18年1月1日の新「津市」誕生に向けた

構成市町村長の声を順次お届けしています。

　いよいよ5ヶ月後に、全国的にも

希な10市町村が合併して、新「津市」

が誕生する運びとなりました。これ

までの住民皆様のご理解と、関係各

位のご努力に敬意を表し、感謝を申

し上げます。

　この合併には、それぞれの地域の

思いや歴史の違いなど、さまざまな

課題があり、決して順風満帆に進展

したものではありませんでした。

　しかし、少子高齢化、地方交付税

　全国的に、夏祭りの太鼓がひとし

きり聞こえてくるころとなってまい

りました。香良洲町においても、夏

の最大イベントでもある三重県指定

無形民俗文化財の「風災踊り」を８

月15日の当日を目前にし、連日各町

内が太鼓の音色で渦巻いており、350

年前の伝統芸能を老人から子どもま

で必死に守る姿を拝見し、合併後の

運営についても非常に力強く感じて

おります。津地区合併10市町村の多

くの皆様に、一度優雅な踊りをご覧

いただき、夏の一夜を過ごしてほし

美里村長　黒川　和義

香良洲町長　鈴木　一司

平成18年１月１日の新「津市」誕生に向けて

　今月は美里村長と香良洲町長の声をお届け

します。

や自主財源の減少、住民ニーズの拡

大など小さな自治体を取りまく状況

は誠に厳しく、複雑かつ多様化する

住民サービスが維持できない状況と

なって参りました。住民説明会を開

催し、十分に状況を説明し、ご理解

を得る中で、足腰の強い新市へ生ま

れ変わる決意を致しました。

　新市となります10市町村はそれぞ

れの地域に多くの自然、すばらしい

人材など、発展可能な資源がたくさ

んあります。それを生かし、育てて

いくことが新市全体の活性化につな

がっていくのだと思います。

　また、都市周辺から30分から１時

間以内に多様な機能を持つ中山間地

域が控えています。都市と農山村が

一つの自治体となり、都市との交流

政策の充実により、元気な中山間地

域が出来ることを期待しております。

　現在、新市における事務事業、組

織・機構の細部調整に入っており、

中でも住民に最も身近な行政サービ

スの窓口である総合支所のあり方に

ついて十分に協議調整を図っており

ます。

　限りある財源のなか、住民の積極

的な参画を促し市民との協働による

個性豊かな新しい時代の地方自治が

創造出来ると確信しております。

　新市は、自然環境に恵まれた山あ

り、肥沃な平野あり、豊かな海あり

の広大な自治体に生まれ変わります。

７10平方キロメートルのグランドデ

ザインをどう描き実践するかは、そ

こに住む住民の英知と努力をおいて

他ならないと思います。

　我が美里村民も新市の一員として

その義務と責任を果たして行く中で、

地域づくりに積極的に参画し、夢と

希望を持って前進して行かなければ

と思っております。

いと思っております。

　さて、津地区合併協議会が設立さ

れ、約３年を迎えようとしています。

その間、多くの関係者、また、各関

係団体からのご意見などを協議し進

めてまいりました。その結果、多く

の方々のご協力とご努力により、平

成18年１月１日新「津市」が誕生す

る運びとなり、その歴史的場面に出

会えて喜びと誇りを感じております。

今一度初心に返り、香良洲町76年の

歴史を振り返ったとき、災害による

幾多の苦難、また、昭和の大合併時

には、財政力不足などにより合意で

きなかったこと、数多くの出来事が

浮かんでまいります。

　しかし、現在の香良洲町がここま

で成長したのも、先人達が残された、

住民ひとりひとりの温かい心、更に

は、一致団結心という強い絆のもと、

築き上げられたものであると確信を

いたしております。香良洲町は、市

町村合併のスタートと考え、平成13

年６月を皮切りに、13回の合併につ

いての説明会や報告会を開催し、多

くの町民の方々からのご意見ご要望

などを受け賜ったこと、特に町民の

合併を進めることに対しての理解の

早さなど、非常に懐かしく感じてお

ります。

　今後は、残された期間、香良洲町

住民はもちろんのこと新市民が心豊

かで元気あふれる県都として後世に

誇れる新市誕生に向け努力をいたし

たいと思います。同時に、大きく飛

躍発展を遂げますことを熱望をいた

しております。私自身、香良洲町住

民に対し、歩むべき方向性を示す責

任を果たせたという充実感と、新市

の未来への期待感で胸膨らむ思いで

あります。

　最後に、新市誕生に向けて努力を

するとともに、与えられた時間を全

力を傾ける所存でありますので、ご

理解を賜り、格別のご指導ご鞭撻を

お願い申し上げます。
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　８月の新「津市」観光情報をお届

けします。

　暑い夏になりました。この時期し

か体験できないイベントも盛りだく

さんです。

　ぜひ楽しい夏の思い出を作ってみ

ませんか。

◆内容のお問い合せは、市町村の担当課へ

　久居市農林商工観光課（☎225−3110【代表】）

　芸濃町総務課（☎266−2510）

　美里村企画課（☎279−8112）

　安濃町教育委員会社会教育課（☎268−0100）　

【梨狩り】
  ８月中旬〜９月中旬

  観光梨園（久居市）

　　　　  

【海水浴場】
  ７月下旬〜８月中旬

  阿漕浦海水浴場、御殿場海水浴場（津市）

  香良洲海水浴場（香良洲町）

【イベント】

サマーフェスタインひさい かんこ踊り（美里村）

新「津
市」

　　
観光

情報新「津
市」

　　
観光

情報

あなたも足を運んで

　みませんか

久居市

芸濃町

美里村

安濃町

8月6日（土）

8月15日（月）

8月6日（土）

8月6日（土）

8月15日（月）

サマーフェスタインひさい

（陸上自衛隊久居駐屯地グラウンド）

寛政の一揆ひさい　の盆（

原自然の森）

げいのうどっと来い夏祭り

（芸濃町総合庁舎）

美里夏まつり2005（美里村役

場庁舎前みさとの丘）

安濃町盆踊り花火大会（安濃

中央総合公園）

打ち上げ場所が会場間近で、真上に上がる花火は迫

力満点。フィナーレの特大スターマインと仕掛け花

火の大ナイヤガラは、多くの観客を魅了します。

津藩史唯一の農民騒動「寛政の一揆」。この一揆で

自らが犠牲となって村を守った　原町の庄屋の町井

友之丞を偲んで平成10年から行っています。

道中踊りや寸劇など、地元の伝統を伝える情緒豊か

なイベントです。

総合庁舎の芝生広場で踊りやゲーム、花火大会など

を行います。

ゲーム大会、夜店、お楽しみ抽選会、花火大会など

を行います。

江戸中期以降から神事奉納として地区住民に唄い、

踊り、育まれてきた伝統行事です。華やかな装束に

身を包み、五穀豊穣と家内安全などの願いを込めて、

毎年北長野、南長野、桂畑の３地区で行います。

ゲーム大会、盆踊り、花火大会、アトラクションな

どを行います。

市町村名
 日　　程
 　 行事名・開催場所
 　　　　　　　　　　　内　　　　容

※サマーフェスタインひさいは、久居市農林商工観光課

　内　市民納涼大会実行委員会事務局（☎255−3110【代

　表】内線1226）へ

　美里夏祭りは、美里村商工会内　美里まつり実行委員

　会（☎279−2456）へ

かんこ踊り

８月15日（月）   【北長野地区】長野神社

　　　　　　　【南長野地区】南長野生活改善

　　　　　　　　　　　　　センター

８月24日（水）   【桂畑地区】洞雲寺
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ご協力ありがとうございました。

▼ご意見欄

市町村合併について

　　ご意見・ご要望を

　　　　お寄せください

　津地区合併協議会では、住民のみなさんから市町

村合併に関する幅広いご意見やご要望をいただきな

がら、今後の協議に役立てたいと考えています。

　すでに多くのご意見をお寄せいただいております。

こうしたご意見は、事務局で取りまとめ、今後の紙

面でできる限りご紹介していきます。

●性別　　男　・　女　　　　●年齢　　　　歳

●住所　　津　市　・　久居市　・　河芸町

　　　　　芸濃町　・　美里村　・　安濃町

　　　　　香良洲町・　一志町　・　白山町

　　　　　美杉村　・　その他（　　　　）

▼次のご意見を公表してもよろしいですか

　　　　　は　い　　・　　いいえ

1708

  　市町村合併について、協議会事務局にご意見・ご

要望をいただきありがとうございます。

  お便りの中から、要約整理してご紹介します。

・構成市町村には希少動物の生息地もあることから、

　新市でも引き続き、環境保全に力を入れてほしい。

・津城、北畠氏館跡、長野城など豊かな文化遺産の

　活用は、新市のまちづくりの一つのキーワードに

　なると思う。

・さまざまな課題があると思うが、将来を担う子ど

　も達が希望を持てるまちづくりを最優先してほし

　い。

・新市の組織は出来る限り簡素化し、職員数を減ら

　し、各種手当てなどの見直しを行うべきだ。

※　紙面の都合上、お寄せいただきましたお便りの

　一部しか掲載できませんが、ホームページでもご

　紹介していますのでご覧ください。

　津地区合併協議会では、新「津市」誕生の啓発と

新市の速やかな一体感の醸成を図るため、今年度の

広報・ＰＲ活動の一環として、新市の将来を担う中

学生の代表による模擬議会を実施するとともに、小

学校５、６年生を対象として、新市の将来に対する

夢をイメージした絵の募集を行います。

と　き　８月21日（日）、午後１時〜

ところ　津市議会議会棟（津市西丸之内23番１号）

対象者　構成市町村の中学生代表38人

内　容　中学生を１日議員とし、中学生から出され

　　　　た質問に対し、構成市町村長、合併協議会

　　　　幹事会幹事長などが答弁をします。なお、

　　　　傍聴もできます。

中学生議会

「津市の夢〜未来の絵」募集

　構成市町村在住、または、通学の小学校５、６年

生を対象に、新市の将来に対する夢や新しいまちに

対するイメージを自由な発想で絵にしてもらい、構

成市町村の教育委員会を通じて合併協議会事務局へ

提出してもらいます。

　応募の締切りは９月９日（金）で、応募作品の中

から最優秀賞１点、優秀賞４点、入選10点を決定す

るとともに、全作品を構成市町村で展示します。

お便りのご紹介



合併協議会だよりは古紙配合率
100％の再生紙を使用しています。

ご住所

お名前

※差し支えなければ、ご記入ください。

料金受取人払

津中央局

承　　認

差出有効期間

平成17年12月

末日まで有効

　●切手不要

1228
津市西丸之内23番１号

津地区合併協議会事務局　行

（津リージョンプラザ３階）
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（　山　折　り　）

〜みんなで考えよう！市町村合併〜

　市町村合併についてのご意見・ご要望を事務局まで

お送りください。

　裏面のご意見欄と所定のアンケート項目にご記入の

上、点線部分に沿って切り取ると返信用の封筒になり

ます。

　下図のように二つ折りにしてのり付けした上で、郵

送してください。（切手は必要ありません）

→の
り
し
ろ

のりでとめてください。切り取り線に沿ってページ
から切り離します。

山折り

返信用封筒の作り方

津市西丸之内23番１号

津地区合併協議会事務局　行

（津リージョンプラザ３階）

5 1 4 8 7 6 5

７月５日　津地区合併協議会予算中間監査を実施

　　15日　新「津市」市章デザイン募集終了

　　21日　新「津市」市章デザイン第１次選考

　　25日　第40回津地区合併協議会を開催　

８月１日　合併協議会だより第27号を発行

最近の動き

編集/発行

津地区合併協議会事務局
（津リージョンプラザ３階）

〒514−8611　津市西丸之内23番１号

☎059（229）3450／FAX059（229）3451

Eメール　gappei@city.tsu.mie.jp

ホームページ　http://www.tsu-gappei.jp

●第41回津地区合併協議会

と　き　９月２日（金）、午後３時00分〜

ところ　津センターパレス　５階　津市センター

            パレスホール

※変更する場合がありますので、傍聴を希望され

   る人は、事前に事務局へご確認ください。

　新市の将来を担う子どもたちに、新市の誕生や

魅力、新市で実施する事業などを分りやすく紹介

するため、新市まちづくり計画小学生版を作成し、

構成市町村の小学校５、６年生に配布しました。

津　市　　　165,695人

久居市　　　 42,377人

河芸町　　　 18,530人

芸濃町　　　　8,713人

美里村　　　　4,238人　

協議会の開催予定

新市まちづくり計画小学生版
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小
学
生
版
の
冊
子

構成市町村の人口　292,378人
安濃町　　    11,457人

香良洲町　　  5,554人

一志町　　    15,328人

白山町　　    13,585人

美杉村　　　  6,901人

平成17年6月１日現在の人口（外国人を含む。）。

※本冊子は合併協議会事

　務局および構成市町村　

　の合併担当部課でも配

　布しています。


